
　市役所窓口での対応について、
色々とご意見をいただく。窓口は
市民と直接応対することから、一
歩踏み込んで寄り添う対応が必要
と考える。これに合わせて、より
良い職場づくりも重要と思うが、
市ではどう考えるか。また、事務
方のトップである副市長の考えは。

　接遇研修などを通じ親切丁寧な
対応を意識するよう指導する。ま
た、職員の意識改革により相乗的
に市民満足度を高めることができ
るような職場づくりに努める。副
市長として職場全体をマネジメン
トし良好な職場づくりと市民目線
で行動できる職員の育成を図る。

問 市民に寄り添う
窓口対応を 答 市民目線で行動できる

職員を育成する

　2025年・2040年問題を目前に
控える中、介護状態にならず、少
しでも長く健康を維持できる仕組
みづくりが必要である。地域包括
ケアシステムの構築はどこまで進
んでいるか。また、介護予防事業
もその一つであるが、現状ではそ
の効果をどう把握しているか。

　市では、医療、介護、予防、住
まい、生活支援の提供に向けて各
施策を実施しており、今年度は、
在宅医療・介護連携事業を重点的
に取り組んでいる。また、シニア
元気アップ教室に参加した高齢者
の要介護認定率が低いことから、
効果が表れているものと考える。

問 介護予防の
さらなる取組を 答 データを活用し

効果的に事業を実施する

　小学校から中学校に進むと生活
が大きく変わる。特別支援学級の
子どもは、特に強い影響を受ける。
一人一人に応じた合理的配慮など
のきめ細かい情報連携や人的な交
流が必要である。しかし、現状で
は不十分であると思われる。どう
改善していくのか。

　就学支援委員会等の場において
児童生徒の情報を共有し、また小
中学校の教員が互いの授業を参観
する機会を充実させるなど、密な
連携を図っていく。さらに、個別
の教育支援プランやサポート手帳
について、学校及び関係各課と連
携し、活用を働きかけていく。

　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

問 特別支援学級の小中連携 答 小中間の密な連携を
一層進めていく

　地球温暖化対策として、また災
害時などの非常用発電機の代替と
しても使用できるＥＶ※を公用車に
しないか。元の電気も太陽光など
の再生可能エネルギーから作った
ものであることが必要である。太
陽光パネルと充電設備を合わせて
設置すべきと考えるが、いかがか。

　市では、環境対策の取組の１つ
として、公用車にＥＶ車の導入を
検討している。導入に当たり、太
陽光発電などの施設とセットで進
めると、環境負荷を低減するさら
なる効果が見込まれる。再生可能
エネルギーの導入に関しても調査・
研究を進めていく。

問 公用車のＥＶ化推進を 答 公用車にＥＶ車の導入を
検討している

　インクルーシブとは、「排除し
ない」ということである。つまり、
障がいがあっても、高齢者であっ
ても、皆がお互いに認め合って生
活ができるまちづくりができない
か伺う。

　第６次白岡市総合振興計画にお
いて、子ども、高齢者、障がい者
など、誰もが互いに認め合う社会
の推進を定め、それぞれの政策、
施策及び事業に応じた取組を進め
ている。今後も、多様な市民が主
体的に活躍するまちの実現に向け
て取り組んでいく。

問 インクルーシブ的発想で
のまちづくりを 答 誰もが互いに認め合う

社会を推進する

　今般、蓮田市とともに「街バル 
 2022」のチケット販売が行われ
た。しかし、販売直後に「売切れ」
となった。なぜこのような事態に
なったのか伺う。

　街バルチケット販売数は、主催
者である白岡・蓮田合同街バル実
行委員会が、過去の販売実績を基
に設定しており、開催期間中での
完売を目標にしていた。初日で完
売したのは、参加店舗の協力によ
り、従来よりプレミアム率が高かっ
たことが要因と考えている。

問 街バルの成果は 答 プレミアム率が
高かったことが要因

　消防団にアンケートを実施した
が、その後の対応は。形式的な訓
練を減らし、実際的な対応訓練に
シフトチェンジしていくべきでは
ないか。また、常備消防と消防団
の交流を活発化させ、地震や風水
害などの災害にも対応できる防災
力を高めていく必要があるのでは。

　アンケート結果を踏まえ、消防
団の役員と消防職員が集まる会議
を定期的に開催し、消防操法の在
り方や模擬火災訓練の実施などに
ついて、相談しながら検討すると
ともに、消防団員と消防職員の交
流の活性化に努めていく。

問 消防団アンケート結果を
踏まえた対応は 答 訓練の在り方などを

検討していく

　子育て世代に移り住んでもらえ
る街づくりを目指して、魅力的な
公園整備ができないか。子どもが
長い時間遊べるような「大型遊具
を備えた公園」や「プレーパーク」
の整備を検討できないか。市の魅
力をアップさせる個性的で魅力的
な公園整備が必要と考えるが。

　既存の都市公園への大型遊具の
設置は、公園面積や安全基準の面
から難しい。新たな公園の整備の
際には、子育て世代の方等のご意
見を伺い整備を進める。今後も公
園の魅力化や適正管理に努め、子
育て世代に、安心で楽しくご利用
いただける公園づくりを進める。

問 子育て世代に選ばれる
街づくりを 答 安心して楽しめる

公園づくりに努める
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※ＥＶ…電気自動車
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